
号

島:轟

鐸 秘l稲謬

五殺豊藤を顔い

「サイギ、サイギ…ゴ

五穀豊穣 と家内安全を願う脇元岩木山

神社大祭「お山参詣」が 8月 28日 ・29日

の 2日 間行われ、御幣、のぼ りを掲げた

参詣者が、登山ばや しにあわせ もや山を

目ざしました。



敬竜織 壼饉
長寿を祝い…蜘融漁r、

平成12年度

九
月
十

五
日

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
敬
老
会
が

開
か
れ
、
七
十

二
歳
以
上
の
対
象
者

二
百
人
が
参
加
し
、
お
互

い

の
健
康
や
長
寿
を
喜
び
あ

い
ま
し
た
＾一員

ｔ
ｉ
は

一
生
力
特

毎
日
を
■
、
´

さ
い
」
と
参
加
者
を
激
励
―
ま́
し
た

式
典
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

披
露
す
る
唄
や
踊
り
で
参
加
者
は
楽

し
い

一
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
¨

式
典
で
は
、
来
年
二
月
で
百
歳
を

内
閣
総
埋
大
臣
顕
彰
が
伝
達
さ
れ
ま

ち
付

か
ら
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

― 顕彰状受賞者 ―

◎内閣総理大臣顕彰状

藤田 はつ (磯松 )

◎青森県知事顕彰状 。市浦村長顕彰状

奈良 直美 (大 田) 黒川 ミヨ {脇 元 |



(3)嫌 ι多ろ

方東 方西
氏 | ‐名

大 関

４０

４０

４‐

４‐

４２

４３

級

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

・４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

け

郵

喜

ニ

リ

み

つ

せ

工

子

鋤

雄

け

マ

よ

江

雄

ツ

サ

と

弥

‐１

‐２

４

７

‐１

１
．
２

４

‐０
．
■

５

７

８

９
．
９

９

‐０

‐１

■

２

３

４３
４３
」
牡
４４
４５
４５
４５．
元
２．
２．
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
．

Ｍ

Ｍ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ
．

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ
．

Ｔ

Ｔ

謳
２
３
４
５
‐６
７
．８
９
１０．一
１２
‐３
‐４
・５一・６
‐７
・８
・９
２。
２．

〔呻京．．勧〔舞〔〔〔仁帥〔輸碑帥〔［時『〔〔

‐２

３

５

８

‐２

２
．
４

９

‐１
．
３

６

７

８

９
．
９

‐０

‐Ｏ

Ｌ

２
．
３

３

４３．
４４．
４４．
“
仏
４５．
４５
元
元
２
２
２．
２
２
２
２
２
３
３
３
３．

工

Ｍ
．

Ｍ

Ｍ

Ｍ
．

Ｍ

Ｍ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ
．

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ
．

Ｔ

Ｔ

Ｔ

新
鮮
な
海
の
幸
を
満
喫

十
三
子
ど
も
会
地
引
き
網
体
験

九
月
九
日
、
十
三
子
ど
も
会
主
催

の
地
引
き
網
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま

こ
の
地
引
き
網
体
験
学
習
は
、
十

三
子
ど
も
会
の
毎
年
の
恒
例
行
事
で
、

今
年
も
小
学
生
と
父
母
を
合
わ
せ
、

約
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
引
き
網
は
、
七
里
長
浜
の
海
岸

に
設
置
さ
れ
、
親
子
で
網
を
手
繰
り

引
き
上
げ
た
網
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
、

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
魚
を
と
り
は
ず

網
に
か
か
る
魚
は
ウ
グ
イ
や
マ
ダ

イ
、
イ
ワ
シ
な
ど
数
種
類
。
と
り
た

ア
ト
ム
保
育
園
運
動
会
が
九
月
九

日
、
山
村
広
場
で
行
わ
れ
、
園
児
た

ち
は
、
保
護
者
ら
が
見
守
る
な
か
、

元
気
よ
く
走
り
、
お
遊
戯
や
鼓
笛
を

披
露
し
、
た
く
さ
ん
の
歓
声
や
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

て
の
魚
は
、
さ
っ
そ
く
そ
の
場
で
お

母
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ
、

塩
焼
き
や
鍋
に
さ
れ
子
ど
も
た
ち
に

振
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ム
保
育
園

運
動
会

461-



臨ιチろ に,

市
浦
の
特
産
品
が
並
ぶ

第
三
回

十
三
湖
高
原
駅
ま
つ
り

九
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、
道
　
　
人
出
が
今

一
つ
で
し
た
が
、
二
日
目

の
駅

「十
三
湖
高
原
駅
ま
つ
り
」
が
　
　
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

舞
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
、　
　
焼
、
市
浦
産
野
菜
な
ど
た
く
さ
ん
の

特
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
並
ぶ
な
か
、

相
内
の
虫
送
り
、
脇
元
の
小
馬
踊
り
、

十
三
の
砂
山
踊
り
の
郷
ｔ
芸
能
が
披

露
さ
れ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
、
付

内
の
史
跡
め
ぐ
リ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
撃
体
験
が
行
わ
れ

せ
て
い
ま
し
た
。

市

浦

村

選

手

団

健

闘

第
ハ
回

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

九
月
三
日
、
青
森
市
に
お
い
て
、　
　
　
ら
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ま

第
人
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
走
　
　
で
の
四
十
二

・
一
九
五
ｋｍ
の
十
区
問

大
会
が
県
内
六
十
七
全
市
町
村
が
参
　
　
を
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し
ま
し
た
っ

加
し
て
開
催
さ
れ
、
八
甲
田
丸
前
か
　
　
　
今
年
の
市
浦
村
の
成
績
は
、
総
合

六
十
五
位
。
村
の
部
で
は
二
十
三
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
昨
年
の
二
十

一
位
か
ら
順
位
は
二
つ
落
と
し
た
も

の
の
、
出
場
選
手
は
、
早
く
も
来
年

の
大
会
の
巻
き
返
し
を
誓
い
、
お
互

い
の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
て
い
ま
し

レ

一
区
を
力
走
す
る
三
上
選
手

＞
二
区
を
力
走
す
る
小
倉
選
手

駅
伝
出
場
メ
ン
パ
ー

監

督
　
　
　
　
　
・

工
藤
誠

一
郎

（村

助

役
）

第

一
区
●

．一　

¨

三
上
一
大
輔

（五
所
高
①
）

第
二
区
　
　
　
・

小
倉
　
広
大

（市
浦
中
③
）

第
二
区

秋
田
亜
里
美

（木
造
高
①
）

第
四
区

三
浦
　
松
幸

（五
所
高
①
〉

第
五
区

笹
山
　
恵

一　
⌒笹
山
木
材
）

第
六
区

吉
田
　
卓
矢

（金
木
消
防
署
）

第
七
区

三
浦
　
由
佳

（市
浦
中
③
）

第
八
区

大
田
　
　
淳

（秋
田
谷
組
）

第
九
区

山
本
　
恭
次

（秋
田
谷
組
）

第
十
区

奈
良
　
隆
佳

⌒市
浦
中
③
）

▲ズラリと並んだ「市浦産野菜」

▲村内史跡めぐリクイズラリー

-461



5 醸ιチろ

相
内
野
球
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝

第
二
十
五
回

ト
リ
ム
野
球
大
会

九
月
二
十
三
日
、
十
月

一
日
の
二
　
　
　
結
果
は
、
金
木
小
ク
ラ
ブ
、
金
木

日
間
に
わ
た

っ
て
、
ト
リ
ム
野
球
　
　
中
学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会

（市
浦
村
教
育
委
員
会
主
催
）
　

　

村
内
各
小
、
中
学
校
の
主
な
結
果

が
、
山
村
広
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
　
　
と
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

球
（
っ
な
袷

十 ‐こ
聾
ｒ
刹
利
¨
劉
卸
中

　ヽ
　
・鈎
輔
眼
日
鐵
躍
懸
靭
撼
麟
瀾
剛
独
》

五
所
川
原
以
北
の
五
市
町
村
か
ら
小
　
　
▼
第
二
回
戦

学
校
九
校
、
中
学
校
五
校
が
参
加
し
　
　
　
十
三
小
　
Ю
１
１
　
下
前
小

大
会
開
会
式
で
は
、
近
藤
佑
人
選

手

（十
三
小
六
年
）
が
力
強
く
選
手

宣
誓
を
行
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

レ
準
優
勝
の
相
内
小
野
球
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
◎
三
塁
打
　
一二
和

（相

）

相
内
小
　
７
１
０
　
豊
川
小

（五
回
コ
ー
ル
ド
）

▼
準

決

勝

仰「朴０７４０２２０２‐５一７‐６
（五
回
コ
ー
ル
ド
一

（相
）
三
和
―
平
野

（十
一
近
藤
―
中
井

◎
本
塁
打
　
木
村

（相
一

山
崎

（十
）

◎
二
塁
打
　
高
木

（相
）

▼
決
　
　
勝

釧榊
′‐ヽ′ｊ、０‐Ｈ２‐５５３０４０細一１５８

（相
内
小
は
準
優
勝
一

（相
一
木
村
―
平
野

（全
一
外
崎

・
斉
藤
―
野
宮

◎
本
塁
打
　
木
村

（相
）

浜
村

一全

）

一猿
蒙
掘
孤
寵
科

▼
第
二
回
戦

［祀呻２００‐００００‐００００２一３３

（中
里
中
が
抽
選
勝
ち
）

（中
一
工
藤
―
外
崎

（市
）
近
藤
―
岡

◎
三
塁
打
　
小
倉

（市
）

《
個
人
賞
》

☆
敢
　
闘
　
賞

〓
一　
和
　
龍
　
馬

（相
内
小
）

☆
優
秀
選
手
賞

平
　
野
　
邦
　
和

（相
内
小
一

近

藤

佑

人

（十
三
小
）

近
　
藤
　
祥
　
平

（市
浦
中
）

第118回全国商工会珠算検定試験が 9月 14日 、

村内各小学校において開催され ました。

受験者数力湾0名 で合格者は次のとお りです。

)4 級  成 田 綾 美 (辻分珠算学院)

>5 級  葛 西 陽 子 (辻分珠算学院)

竹 谷 沙希子 (辻分珠算学院)

藤 田   英 (辻分珠算学院)

新 岡 詳 久 (浦 田 塾 )

レ7 級  工 藤 康 敬 (辻分珠算学院)

レ8 級  山 田 竜太郎 (辻分珠算学院)

>9 級  秋田谷 美 佑 (辻分珠算学院)

松 橋 敬 晃 (辻分珠算学院)

平成 ff年度 市浦村の

年金受給状況と

保険料納付額について

国民年金の 目的

国民年金は、すべての日本国民を対象として、

歳をとった時 また、不幸にして障害者や寡婦、母

子家庭 となってしまった時に基礎年金を支給 して

生活の安定を図ることを目的としています。

受給者数 受給金額

老齢年金・老齢基礎年金

老 齢 福 祉 年 金

障害年金 障害基礎年金

寡 婦 年 金

被 保 険 者 数 納付者数 納付保険料

第 1号
_― ―

―

―
~



暉ιチろ (6)

今回から「健康増進施設について」は「元気かい通信」として引続き掲載します。
その第1回 目は、施設名称も「し～うらんど海遊館」に決まった健康増進施設の目玉でもある「元気海プール」

をご紹介します。またこれからもさまざまな健康のための情報を「し～うらんど海遊館」から発信していきます。

′
これが

『元気海プール』です !!

①海遊路
②背ジェット
③腰ジェット
④腰肩ジェット
⑤バックマッサージ (温 )

⑥複合ジェット
⑦複合ジェット
③ネックシャヮー
⑨バックマッサージ (冷 )

⑩フロアジェット
①あ。しうらジェット
⑫バブルバス
⑬屋外バブルバス
⑭12Mプール
⑮子供プール

各ア トラクションを順番に回る
ことで、いろいろな効果が期待で
きます。お気軽にスタッフに声を
かけて下さい。

元
気
海
プ
ー
ル
は
十
五
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
海
遊
路

水
慣
れ
と
準
備
運
動
の
た
め
の
歩

行
レ
ー
ン
で
す
。
足
の
筋
肉
と
血
行

促
進
を
図
り
ま
す
。

②
背
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ッ
プ
か
ら
腰
ま
で
の
筋
肉
の
疲

労
回
復
と
血
行
を
促
進
し
ま
す
。

③
腰
ジ
ェ
ッ
ト

腰
痛
の
改
善
と
腰
回
り
の
血
行
を

改
善
し
ま
す
。

④
腰
肩
ジ
ェ
ッ
ト

腰
痛
と
肩
こ
り
の
改
善
を
図
り
ま

⑤
バ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ

（温
）

足
裏
か
ら
腰
ま
で
の
筋
肉
の
疲
労

回
復
と
血
行
を
促
進
し
ま
す
。

⑥
複
合
ジ
ェ
ッ
ト

背
中
と
腰
の
筋
肉
の
疲
労
回
復
と

血
行
を
促
進
し
ま
す
。

⑦
複
合
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ッ
プ
と
足
裏
の
筋
肉
の
疲
労
回

復
と
血
行
を
促
進
し
ま
す
。

③
ネ
ッ
７
ン
ャ
ワ
ー

首
と
肩
の
筋
肉
の
疲
労
回
復
と
頭

部
へ
の
刺
激
で
す
。

⑨
バ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ン

（ムＣ

足
裏
か
ら
腰
ま
で
の
筋
肉
の
疲
労

回
復
と
血
行
を
促
進
し
ま
す
。

⑩
フ
ロ
ア
ン
ェ
ッ
ト

全
身
の
筋
肉
の
緊
張
の
緩
和
と
リ

⑪
あ

ｏ
し
う
ら
ジ
ェ
ッ
ト

足
裏
の
筋
肉
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

足
関
節
の
筋
力
増
強
で
す
。

⑫
バ
ブ
ル
バ
ス

全
身
の
筋
肉
の
疲
労
回
復
と
血
行

を
促
進
し
ま
す
。

⑬
屋
外
バ
ブ
ル
バ
ス

新
鮮
な
空
気
を
吸
い
な
が
ら
の
リ

⑭
‐２
Ｍ
プ
‐
ル

泳
い
だ
り
、
運
動
し
た
り
す
る
直

線
の
プ
ー
ル
で
す
。

⑮
子
供
プ
ー
ル

子
供
用
の
浅
い
プ
ー
ル
で
す
。
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楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

町
民
体
育
館
と
ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
　
　
〇
コ
ン
ク
ー
ル

（八
十
歳
で
自
分
の

に
お
い
て
、
健
康
づ
く
リ
フ
ェ
ス
テ
　
　
歯
が
二
十
本
）
、
国
保
優
良
家
庭
表

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．　
　
　
　
　
彰
の
各
種
表
彰
の
後
、
国
ユ
か
な
シ

歯
科
健
康
コ
ン
ク
ー
ル

・
高
齢
者
　
　
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
日
指
し
て
―
」
と
題

健
康
コ
ン
ク
ー
ル

・
高
齢
者
八
〇
二
　
　
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

簡
単
な
十
二
項
目
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
「健

康
は
与
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
作
る
も
の
。

自
分
に
あ
っ
た
運
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と

講
師
の
大
野
恵
美
子
氏

に
よ
る
指
運
動
等
を
交

え
た
講
演
は
、
時
折
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

攣
Ｆ

豪
　
　
町
民
体
育
館
で
は
、

〃
朧

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク

・
体
力

測
定
等
の
各
種
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
「楽

し
い
、
の
び
の
び
体
操
」

や

「も
ち
ま
き
健
康
グ

ッ
ズ
当
選
会
」
等
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

▲指運動 を交えての講演

秋
の
火
災
予
防
浮
動
バ
ン
ー
ド
実
脚

識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
。

そ
し
て
み
ん
な
で
火
の
元
に
気
を
つ

け
家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
を
出
さ
な

い
こ
と
を
合
言
葉
と
し
て
、
防
火
活

動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
我

々
職
員

一
同
も
地
域
み
ん
な
で
防
火

に
努
め
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

さ
て
、
火
災
予
防
運
動
中
、
消
防

署
の
行
事
と
し
ま
し
て
、
防
火
対
象

物
の
査
察

（消
防
設
備
の
点
検
、
確

認
）
、
避
難
訓
練
指
導
な
ど
行
い
、

今
回
の
防
火
対
象
物
の
査
察
し
た
箇

所
は
全
部
で
三
十

一
箇
所
で
五
日
間

に
及
び
査
察
し
無
事
、
異
常
な
く
終

こ
れ
か
ら
ま
た
、
冬
支
度

り
ま
す
が
、
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
前
に
は
点
検
を
忘
れ

ず
、
お
願

い
し
ま
す
。

十
月
十
六
日
ヽ
二
十
二
日
ま
で
秋

の
火
災
予
防
運
動
が

「火
を

つ
け
た

あ
な
た
の
責
任
　
最
後
ま
で
」
を
合

言
葉
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴

い
十
六
日
に
は

一
日
消

防
署
長
に
脇
元
の
笹
山
千
貴
子
さ
ん

が
、　
一
日
消
防
団
長
に
は
大
田
小
学

校
、
校
長
先
生
の
楠
美
和
子
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
署
長
、
団
長
か

ら
辞
令
を
交
付
さ
れ
た
後
、
消
防
署
、

消
防
団
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
プ
の

五
者
合
同
で
車
両
に
て
村
内
を

一
巡

し
森
林
事
務
所
前
か
ら
相
内
中
心
地

を
徒
歩
で
呼
び
か
け
る
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行

い
ま
し
た
口
出
発
式
と
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は

一
日
消
防
団
長
と

一
日

消
防
署
長
か
ら
は
、
「
火
災
予
防
運

動
パ
レ
ー
ド
を
通
じ
て
、
火
の
取
り

扱

い
に
対
す
る
認
識
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
は
、
み
ん
な
で
火
災
予
防
の
知

[馨 :勿言昌   [

:言 :[i貫  |, 自
il:言

へ
曇 |: 糞

■3° 』占 |こ 童くな『 ]罫

人
事

と
救
急

・
救
助

は

一
一
九
番

火災
―

史施中

轟轟舅、諜
轟墨1鐵椰鶏みた嚢議み
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"iii金
あ箱頴百益猫ら薔I

お気軽にご千1用を●
:

仙台国税局税務相談室青森分室では、

来年 1月 まで各第 2水曜日を税金の相

談日として、財産を相続 したり贈与を

受けた場合、土地を売った場合の税金

などについて匿名で相談を受けていま

予約はいりませんので、気軽にご利

◆日  程 11月 8日 閉 12月 13日 因

◆時  間 10時 ～15時

◆場  所

五所川原市役所 1階  市民相談室

>お問い合わせ

税務相談室青森分室

"壺l  二
カードでとれます

会社等の印鑑証隅薔

青森地方法務局五所川原支局では、

平成12年 11月 20日 から会社や法人の印

鑑証明書が申請書 (押 印不要)と カー

ドでとれるようになります。

パソコンヘの印鑑入力作業が完了次第、

順次、印鑑カー ド交付中請について御

案内をいたしますので、御連絡を受け

た方は、カー ド交付の手続をお取 りく

なお、平成13年 5月 22日 からは、す

べて印鑑カー ド方式になりますので、

ご注意願います。

レお問い合わせ

青森地方法務局五所川原支局

暉 ι多ろ (8)

1 年定員の2倍 を超える人気講座。

|  「社会福祉コース」の願書受付は2

月■■戯.: ■催:‐■し|‐ `物
1 内 容

めご子学習発表会

わんぱ く少年 もちつ き大会

お茶席 コーナー

村民の舞台

バ ンド演奏

３０

３０

∞

３０

４０

2:00)

9:30)

一申
ギ

一
幹

一

国際交流コーナー

村民芸能発表会

３０

∞

∞

村民美術展   ●趣味の創作展

生け花展    ●物産まつ リコーナー  (10:00～ )

健康 まつ り   ●郵便 コーナー

森林コーナー  ●悠遊郷コーナー  ●防災標語展

たくさんのご来場を、お待ちしています。

０

０

０

０

市
浦
村
議
会

第
二
日
定
例
会

平
成
十
二
年
市
浦
村
議
会

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
八

日
か
ら
十
三
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
次
の
こ
と
が
審
議
さ
れ

◆
予
算
関
係

平
成
十
二
年
度
市
浦
村
一

般
会
計
補
正
予
算

（第
二
号
）

ほ
か
六
件

◆
決
算
関
係

平
成
十
一
年
度
市
浦
村
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か

七
件

◆
条
例
関
係

市
浦
村
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
人
事
関
係

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

市
浦
村
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

◆
そ

（〕
他

市
浦
村
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
策
定
ほ
か
二
件

◆
議
員
発
議

市
浦
村
農
業
委
貝
会
設
置

並
び
に
委
員
定
数
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
陳
情
書

・
意
見
書

私
学
助
成
拡
充
を
求
め
る

陳
情
書
ほ
か
二
件

一
般
質
問
は
、
三
和
孝
治

議
員
、
三
和
均
議
員
、
福
井

俊
美
議
員
の
三
議
員
が
行
い

次
の
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

三
和
　
孝
治

議
員

①
津
軽
ダ
ム
の
早
期
完
成
に

②
相
内
地
区
の
浸
水
対
策
に

③
統
合
後
の
三
校
の
活
用
計

④
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

⑤
休
日
、
夜
間
の
議
会
開
会

三
和
　
　
均

議
員

①
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い

②
稲
作
振
興
に
つ
い
て

③
十
三
湖
レ
ー
シ
ン
グ
大
会

④
村
道
の
雨
水
対
策
に
つ
い

⑤
唐
川
遺
跡
の
発
掘
に
つ
い

福
井
　
俊
美

議
員

①
環
境
整
備
組
合
の
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
新
築
に
つ
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情報をお寄せください   」

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成12101現 在

◆処  遇

●衣食住 :無料

●賞 与 :年495月 分
03曹昇任後、 4年以上で幹部候補

生の受験資格あり。

)お問い合わせ

自衛隊青森地方連絡部

五所 ||1原 募集事務所

事 業 主 の 皆 さ ん ヘ

バートタイム
雇用管理改善セミナー

◆日 時

県内の交通事故概況

◆会  場

ホテル青森

◆内  容

1、 講演

能力発揮と待遇問題」
福島大学行政社会学部

教授 今 野 順 夫
2、 短時間労働者雇用管理改善事業所

好事例発表

「改正パートタイム労働指針」

「パートタイム助成金制度」

◆参 カロ料

無料

)お問い合わせ 。参加申し込み

闘21世紀職業財団青森事務所

ll苧幣羅♂|II

痛驚 菅 撃
「年末調整Jは、給与の支払いを受

ける人について、毎月(日 )の給料や賞
与などの支払いの際に源泉徴収をした

税額と、その年の納めなければならな
い税額と比べて、その過不足額を精算

本年は、特別減税も実施されており
ますので、計算の際に間違いのないよ

うにするためにも、ぜひご出席下さる

◆日  時

平成12年 11月 9日

" 13時
30分ヽ

◆場  所

五所川原市
ふるさと交流圏民センター

「オルテンシア」

◆対象地区

市浦村を含めた5町村

◆お問い合わせ

青森県最低賃金改正の
お 知 ら せ

■最低賃金改正内容*

,日 |‐ ■種 14・ 795円
1時

1間:1額 |‐ 600円
※賃'金の大部分が時間によっ

‐て定められているもの。

.  |‐  .  (時 間給者)

■ 効力発生 日 ―

:平成12年 10月 1日

ただし、次に掲げる賃金は、最

低賃金額の算定には含まれません。

◆除外賃金

(1)精 皆勤手当

(2)通 勤 手 当

(3)家 族 手 当

(4)臨 時に支払われる賃金 (賞 与・

期末手当など)

(5)lヶ 月を超える期間ごとに支払

われる賃金

(6)時 間外労働 休日労働に対 して

支払われる賃金及び深夜労働に

対する割増部分の賃金

>最低賃金に係る照会と相談は

青森労働局 労働基準部賃金室

五所川原労働基準監督署



実
り
の
秋
ま

っ
さ
か
り
と
な
り
、

食
べ
物
が
お

い
し

い
季
節
と
な
り
ま

し
た
こ
こ
の
時
期
、

い
つ
の
ま
に
か

体
重
が
増
え
て
し
ま

っ
た
と

い
う
人

七
ヽ
九
月
に
か
け
て
栄
養
士
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
も
と
に

「病
態
別
料
理

教
室
」
を
開
催
し
、
普
段
の
食
生
活

を
見
直
す
機
会
と
し
ま
し
た
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
目
で

家
族
モ
ろ
っ
て
■
願
に
″

誕

生
将

（脇
一匹

和

斗

（相
内
）
裕

磨

（大
田
）

満

（癬　同　岐で秘
一時　躊一

（鰍田略　鋳は綱
一嘲　［一

⌒卦　御　姉づ」
一畑　納一

（勘　『　封代社
｛仰　由一

⌒性　卸　』由艶
一に　［一

▼
お
く
や
み

「病
態
別
料
理
教
室
』
は
四
月
に
行

わ
れ
た

一
日
ド
ッ
ク
に
お
い
て
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
肝
臓
病
、
糖
尿
病
、

肥
満
の
項
目
が
要
指
導
と
判
定
さ
れ

て
い
た
方
や
料
理
に
興
味
が
あ
る
方

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
中
か
ら

″肥
満
予
防
に
よ
い

料
理
″
を
紹
介
し
ま
す
。

肥
満
は
心
臓
や
血
管
に
負
担
を
か

け
、
高
血
圧
を
引
き
お
こ
し
た
り
、

肥
満
を
招
く
食
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
糖
尿
病
を
発
病
さ
せ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
体
重
が
１
キ
ロ
増

え
る
毎
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

一
日

に
二
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
程
度
増
し
、
高

脂
血
症
の
原
因
と
な
る
な
ど
、
肥
満

は
様
々
な
病
気
の
引
き
が
ね
と
な
る
、

決
し
て
あ
な
ど
れ
な
い
状
態
で
す
。

″ち
ょ
っ
と
最
近
、
太
り
ぎ
み
か

な

‥
′′
。　
と
気
に
な
っ
て
い
る
方
、

ま
た
毎
日
、
料
理
を
作
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
、
家
族
や
自
分
自
身
の
健
康

の
た
め
に
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

良 林 岡
▼

拓:界l  お
▼
ご

結

婚

⌒麺
嘲
時
鰤
松 幌

安 佐 三 山 澤

田
　
幸
　
士
口
⌒相
内
）
７７
歳

田
　
蕪
太
郎

（脇
元
）
８‐
歳

和
　
善
次
郎

（相
内
）
９８
歳

藤
　
清
八
郎

⌒相
内
）
７６
歳

田
　
源
三
郎

（十
三
）
９８
歳

◎
Ｏ
③
③

「
し
ヽ
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
が
い
よ

め
と
す
る
十
五
種
類
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
設
備
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
に
は
最

海
水
の
中
に
含
ま
れ
る
二
万
五
千
種

類
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
体
に
吸
収
さ
れ
、
体

験
し
た
方
の
話
を
聴
く
と
、
「夜
も
体

が
ポ
カ
ポ
カ
あ
た
た
ま
る
」
と
効
果
が

元
気
海
プ
ー
ル
の
中
を
ま
わ
る
だ
け

で
も
、
筋
肉
の
疲
労
や
肩
こ
り
、
腰
痛

な
ど
が
改
善
さ
れ
る

「し
ヽ
う
ら
ん
ど

海
遊
館
」
は
、
健
康
効
果
抜
群
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（三
不
）

〔材料〕4人分

*作り方 *

動
〔材料〕4人分     くこまだれ》

*作り方 *

〔材料〕4人分
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